





























宮山大学長 柳 田 友 道
感
方向で進みつつある｡ただ,口で電算化すると
はいっても,現状ではその道は極めて険しい｡
電算化するには図書館職員も利用者も,それ
相当に訓練されなければならない｡その訓練
もただ目的もなしにキーボー ドをたたくもの
であっては発展はあるまい｡電算化は確かに
省力という面もあるが,省力だけでその目的
は果し得ない｡省力で得られた時間を,他の
有効な仕事に振 り向けることによって,これ
まで手の届かなかった仕事をもこなすことが,
何よりも利用者へのサービスの向上につなが
るのである｡電算化によって所蔵図書の有効
な活用に資するのみならず,部外の大量の図
書文献情報を有効に活用する道も拓けてゆく
のである｡
大学図書館は最近,意欲的な若林館長を迎
えて,今後電算化の方向で進むことになるで
あろう｡ただここで申上げたいのは,単に大
型コンビュ-ターを導入しさえすれば,いき
なり情報図書館化の夢が実現するとは考えら
れないということである｡そのための第-の
要件は,図書館職員と利用者の意識の変革が
必要なのである｡ それを当面の第-目標とし
て,-歩一歩,地道な努力を絶え間なく続け
てゆ(ことが,立派な情報図書館の実現に向
っての近道であると信ずる｡
